
鳥取大学における教学マネジメントの始動

ふじむら　かおる

学長顧問（教学マネジメント担当）　藤村　薫

鳥取大学では、全学的な教学マネジメントの検討を 2020年度に開始し、2021年度には教学
マネジメントを担当する全学的組織として教育支援・国際交流推進機構に高等教育開発セン
ターを設置した。同センターについては本研究年報における別の報告に譲り、本稿では 2020

年度に実施した教学マネジメントに関する活動に焦点を当てる。

I. 教学マネジメントの検討体制
「大学がその教育目的を達成するために行われる管理運営」と定義される教学マネジメン

トであるが、2020年 1月に中央教育審議会 大学分科会 教学マネジメント特別委員会が「教
学マネジメント指針」を公表する以前には、「教学マネジメント」を冠する全学的な組織や会
議体は本学に存在せず、教育目的を達成するための管理運営は各教育プログラムに委ねられ
ていた。「教学マネジメント指針」が公表されたのを受け、大学全体としての教学マネジメン
トを検討する会議体として、「教学マネジメント検討会議」が設置された。
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図 1: 鳥取大学における教学マネジメントの検討体制（2021年度）
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図１に 2021年度における「教学マネジメント検討会議」を中心とした教学マネジメントの
検討体制を示す。2020年度に開催された検討会議は以下の通りである。

0. 教学マネジメント検討会議（仮称）準備会　 (7/8/2020)

(a) 教学マネジメントに関する説明と教学マネジメント検討会議（仮称）設置の提案

1. 第１回教学マネジメント検討会議　 (7/21/2020)

(a) 鳥取大学における教学マネジメント検討体制の提案
(b) 教学マネジメント検討会議設置要項の承認
(c) 教学マネジメントWGにおける検討内容の報告（教学マネジメントに関する本学の
自己点検項目、卒業認定・学位授与の方針（DP）に定める資質・能力（DP能力）の
修得度に関する可視化結果の紹介）

2. 第２回教学マネジメント検討会議　 (1/13/2021)

(a) 2020年度前期オンライン授業の実施状況とその効果についての報告

II.教学マネジメントWG

教育の内部質保証に関する自己点検項目は、例えば大学基準協会による「大学評価ハンド
ブック」等に詳細な記述があり、それに従った点検を実施することが大学に求められている。
一方、教学マネジメントに関しては、そのようなハンドブック的な資料は存在しない。「教学
マネジメント指針」には、「I『三つの方針』を通じた学修目標の具体化」、「II 授業科目・教
育課程の編成・実施」、「III 学修成果・教育成果の把握・可視化」、「IV 教学マネジメントを支
える基盤」、「V 情報公表」の 5つの項目について、それぞれ「大学全体レベル」、「学位プロ
グラムレベル」、「授業科目レベル」で求められる内容が詳細に記されている。しかし、「教学
マネジメント指針」はすべての大学が必ず取り組まなければならない項目を網羅したマニュ
アルではなく、各大学がそれぞれの実情にあった教学マネジメントを確立するにあたっての
方向性を示したもの、という位置づけがされている。そこで、「教学マネジメント指針」に記
載されている点検項目等の中から、本学において点検すべき項目、公表すべき項目等を抽出
するとともに、着手可能な事項から教学マネジメントを進めることとした。

2020年 5月に教育支援・国際交流推進機構 教育センター 高等教育研究開発部門を中心と
した教学マネジメントWGを立ち上げた。メンバーは藤村の他、

橋本隆司 教育センター長 教授　 永松利文 教育センター 教授　
武田元有 教育センター 准教授 大野賢一 学長特別補佐（IR担当）教授　
柴田栄治 学生部教育支援課長 出田啓輔 学生部教育支援課 副課長　

（所属、職位は 2020年度末時点のもの）である。WGの目的は本学における全学的な教学マネ
ジメントを始動することにあり、5/15, 5/29, 6/12, 6/26, 7/17, 8/7, 8/28, 9/11, 10/2, 10/23,

11/20, 12/18, 2/19に開催した。
WGでは、まず「教学マネジメント指針」の内容を理解することから始め、教学マネジメ

ントに関する様々な検討を行ったが、その中から主要な事項として次の３点を挙げる。
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1. 教学マネジメントに関する自己点検項目

本学において教学マネジメントを始動するにあたって、取りあえず全学における教学
の現状を把握する目的で「教学マネジメント指針」から抽出した項目を用いた自己点
検表を作成した。表 1にその点検項目を示す。

表 1: 教学マネジメントに関する自己点検項目（2020年 11月）
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表 1に基づく自己点検を 2020年 11月開催の教育支援委員会において 4学部に依頼し、
2021年 3月末までに点検結果を受理した。自己点検結果のうちで確認が必要な事項に
ついて学部から別途回答を得た後、改善が必要と考えられる事項については 2021年 11

月の教育支援委員会で報告し、2021年度末に実施予定の自己点検において改善状況を
確認することとしている。

2. DPに定める資質・能力（DP能力）の修得度に関する可視化方法

本学では 2015年度に採択された「地 (知)の拠点大学による地方創生推進事業」(COC+)

において「地域創生推進プログラム」を作成し、その教育成果を可視化したが、そこで
は学生の各履修科目の成績データと、同プログラムのカリキュラムマップにおいて各
科目に配点された資質・能力別の重み（10点満点での配点）を用いた客観的指標を導
入した。教学マネジメントWGでの審議の結果、本学における教学マネジメントの一
環として学修成果・教育成果の把握・可視化を行うにあたってもCOC+と同じ指標を
用い、また、不合格科目に関しては科目の得点を 0に置き換えることとした。それは

DP能力別
合計スコア =

全履修科目X
科目

[科目毎の単位数] ⇥ [科目毎の DP能力別配点] ⇥ [科目の得点 (100点満点)]
60

DP能力別
基準値 =

全履修科目X
科目

[科目毎の単位数] ⇥ [科目毎の DP能力別配点]

学生の DP能力別修得度 =
[DP能力別合計スコア]

[DP能力別基準値]
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によって各学生のDP能力毎の修得度を測るというものである。なお、この指標に基づ
く可視化結果を 2020年 9月開催の教育支援委員会において報告すると共に、9月に開
催された学部と教育支援・国際交流推進機構との意見交換会において報告した。

3. DP能力配点表の見直し

上記のDP能力別基準値は、学生がすべての科目において合否ラインである 60点を獲
得した場合の DP能力別合計スコアであり、学生が教育プログラムを履修することに
よってDP能力をどの程度まんべんなく身につけることができるかを示す指標と解釈さ
れる。４学部におけるDP能力別基準値を算出したところ、DP能力によって基準値に
大きな偏りのあることが分かった。この問題をWG で検討した結果、DP能力配点表
（カリキュラムマップ）を全面的に見直す必要があるとの結論に至った。2020年 9月開
催の教育支援委員会において、教育プログラム単位でDP能力配点表を統一的に検討し
直すよう、各教育プログラムに依頼した。なお、配点表の見直しは 2020年度中（一部
の全学共通科目では 2021年 5月末まで）に完了した。

III. 高等教育開発センターの設置
図 1に示した教学マネジメントの検討体制図は 2021年度のものであるが、2020年度版には

教学マネジメントの全学的な担当組織として教育支援・国際交流推進機構の教育センター 高
等教育研究開発部門が、また、教学マネジメント検討会議、教育支援委員会、共通教育推進委
員会と相互作用を行う会議体として教学マネジメントWGが記載されていた。教学マネジメ
ントの本格実施が本学において喫緊の課題であることに加え、データサイエンス教育を大き
く加速する必要があることなどに鑑み、2021年度に教育センターを高等教育開発センター、
教養教育センター、データサイエンス教育センターの 3センターに改組し、教育センター 高
等教育研究開発部門の所掌事項は高等教育開発センターに移行した。その結果、図 1のよう
に、高等教育開発センターが全学的組織として教学マネジメントを担当することになった。
それに伴い、教学マネジメントWGは高等教育開発センター会議に引き継がれた。

IV. おわりに
以上で概観したように、本学における教学マネジメントの取組はスタートラインについた

ばかりであるが、教育課程の体系化、教育の質保証、FD・SD、エンロールメント・マネジ
メント、教育のDX化等をはじめとして、取り組むべき課題は山積している。現在、先行し
ているいくつかの大学を除くと、どの大学もほぼ手探り状態で教学マネジメントに取り組み
始めた段階である。本学もそれに遅れることなく、さらに言えば他大学からモデルと見なさ
れるくらいに教学マネジメントが進展することを期待して、本稿を終えることとしたい。
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